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西
東
京
市
地
域
支
部
総
会
報
告

平
成
一
八
年
度
定
期
散
会
が
、

六
月
三
日
西
東
京
市
役
所
田
無

庁
舎
で
開
か
れ
た
っ

当
日
は
会
員
三
五
名
、
北
部

支
部
長
他
来
賓
由
名
が
出
席
し

た
。今

回
の
総
会
で
有
賀
地
癒
支

部
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
し
た
。

「
西
東
京
市
地
域
支
那
は
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年

（
平
成
一
七
年
七
月
）
　
に
校
友

会
の
正
式
な
設
立
承
認
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
こ
の
定
時
総
会

は
第
一
回
総
会
と
な
り
ま
す
。
」

そ
の
後
式
次
第
に
沿
っ
て
進

め
ら
れ
、
議
事
に
移
っ
た
。

有
賀
地
域
支
部
長
に
よ
る

「
平
成
t
七
年
度
事
業
報
告
」

丸
岡
会
計
幹
串
に
よ
る

「
平
成
一
七
年
度
決
算
報
告
」

水
井
会
計
監
査
が
・

「
平
成
一
七
年
度
会
計
監
査
報

告
」
を
し
た
。
引
き
続
き

「
平
成
一
八
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
・
幹
事
の
欠
員
補
充
選

任
」
等
の
浪
条
が
承
認
可
決
さ

れ
た
。そ

の
後
来
賓
の
紹
介
お
よ
び

祝
辞
が
あ
っ
た
∩

な
お
、
「
新
し
い
会
貝
の
勧
誘

を
も
っ
と
相
槌
的
に
行
な
う
べ

き
だ
」
と
い
う
立
見
に
対
し
、

そ
の
旦
体
的
な
方
法
等
は
幹
劉

会
に
お
い
て
案
を
練
り
実
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
「
幹
事
等
の
活
動
智
の

補
助
は
で
き
な
い
も
の
か
」
と

の
発
言
も
あ
っ
た
が
、
現
在
の

会
の
予
算
に
は
そ
の
余
裕
が
な

い
の
で
、
当
分
の
間
は
そ
れ
ぞ

れ
自
己
負
担
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

最
後
は
野
口
地
域
副
支
部
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

母校の後輩たち　頑張れ！
明大健児を応援しよう！

●野球

今夏の甲子園は、早葵が斉藤投手の超人的熱投9亜球日で、初優勝を勝ち

取り“都の西北－が全国に放映され、例年にない盛り上がりでした∩

さて、母校明治は、今春六人学リーグ戦では十情の成績で、喋勝もH】6年

春以来遠ざかっております．今鋸は、神宮の応援郎二足を運び後輩たちを

大いに励ますと共に、学生時代に戻って音容しましょう、懐かしい再会、

出会いがあるかも・・・・・・7

10／7（火ト8（日）対東大吸　　川■／14（」－トは（日）対置大戦

10／ノ21（土）・22伯）村法大戦

※明大野球餌は、9／16から，1二暁の映画「出口のない海」に特別協力出揃

しています。

●箱根駅伝

正月の風物詩となった感のある箱根駅伝∩今春は、亜細亜大学の初雁隋で

新興勢力台所が菩しい昨今です∩伝統校明治は、7回の俸勝回数を誇りま

すが、第お周（昭和別年）の優勝が最後となっております。名門後活を目

指す母校をご支捜ください。昌掛土、下記の通りです。

・予選会10／21立川市国営昭和記念公開‥・上位城が決勝吸へ

・決勝戦　H19．1／2－3　東京一箱根間往復

●ラグビー

1914年、明早慶三大学の野球武舎に増を発する伝統の一眼「明早晩」は、

今年も12月3日（訂）国立競技場で行われます。日本ラグビー界の歴史を

創ってきた両枚の活躍と感動の対決を期待し、大きな声叛をおくりまし上う＿

あなたの知的生活を演出
新刊・暮稽・雑珠・専門義

正育堂書店
ひばりが丘本店042（422）43－1　ダイヤルイン（422）0433

田無駅前店（支房鼻店）　　　　　　　　　042（464）2297
武蔵浦和店・埼青線武蔵欄和服マーレ2F O48（863）4777
中村櫓店・西武線中村欄駅韻口　　　　　03（3990）3446
パルコ盾・西武ひばりが丘駅筒口　　　　042（425）5209
小手婚店・西武小手指駅北口西友椚　　　042（928）8060
人愕′ヾ′ヾ店　　　　　　　　　　　　　　　042（96016858

明
治
大
学
校
友
会

定
時
代
練
員
総
会
開
催

七
月
二
三
日
駿
河
台
校
舎
リ

バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
　
「
定
時
代
議

員
総
会
」
が
開
催
さ
れ
約
三
〇

〇
名
の
代
講
月
が
出
席
し
た
っ

青
木
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て

来
賓
の
良
書
大
学
理
事
長
、
納

谷
学
長
、
栗
原
連
合
父
母
会
良

の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

謙
弾
に
入
り
報
告
事
項
と
し

て
　
「
二
〇
〇
五
年
度
会
計
報
告
、

校
友
会
飴
は
　
「
紫
紺
館
」
　
に
決

定
、
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
審
議
事
項
六
つ
が
審

議
決
定
さ
れ
た
。

総
会
の
席
上
、
親
子
孫
三
代
、

兄
弟
三
人
以
上
の
本
学
卒
業
者

六
租
の
校
友
表
彰
が
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
中
に
西
東
京
地
域
支

部
の
垂
水
正
紀
氏
　
（
長
兄
、
次

兄
、
姉
、
本
人
）
　
も
含
ま
れ
て

い
る
。

最
後
に
九
月
二
四
日
開
催
さ

れ
る
全
国
校
友
横
木
大
会
及
び
、

来
年
度
の
広
島
大
会
の
ア
ピ
ー

ル
が
行
な
わ
れ
た
。

全
国
支
部
長
、
地
域
支
部
長
、

本
部
員
甥
旗
会
開
催

七
月
二
二
日
、
駿
河
台
校
舎

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
、
ビ
ク
ト

リ
ー
フ
ロ
ア
暁
の
鐘
に
お
い
て

全
国
か
ら
一
七
〇
余
名
の
出
席

者
の
も
と
執
り
行
な
わ
れ
た
。

論
題
と
し
て
「
明
治
大
学
教

育
振
興
協
力
賓
金
募
金
」
に
つ

い
て
　
「
校
友
会
創
立
一
二
〇
周

年
記
念
式
典
」
　
に
つ
い
て
、
審

議
決
定
ウ
報
告
事
項
と
し
て
「
全

国
校
友
栃
木
大
会
」
に
つ
い
て
、

「
終
身
会
費
納
入
」
に
つ
い
て
、

「
第
九
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
二
〇
月
一
五
日
）
」
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
納
谷
学
長
の
　
「
ス

ク
ラ
ム
組
ん
で
前
へ
ー
大
学
改

革
の
現
状
と
展
望
－
」
と
現
し

て
講
演
が
あ
っ
た
。

東
京
都
「
北
部
支
部
」

総
会
開
催

五
月
二
七
日
明
治
大
学
校
友

会
東
京
都
北
部
支
部
総
会
が
駿

河
台
校
舎
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
七
地

域
支
部
　
（
文
京
、
豊
島
、
北
、

荒
川
、
板
橋
、
練
馬
の
六
区
と

西
東
京
市
）
　
か
ら
九
〇
余
名
の

会
員
が
出
席
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
北
部
支
部

主
催
の
公
開
練
請
合
が
開
か
れ
、

明
治
大
学
教
授
、
土
屋
忠
一
郎

法
学
部
長
に
よ
る
　
「
世
阿
弥
に

学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
生
き

方
」
と
毯
し
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

総
会
の
議
事
は
　
「
二
〇
〇
五

年
度
事
業
報
告
」
「
会
計
監
査
報

告
」
「
二
〇
〇
六
年
度
事
業
計
画

案
」
「
二
〇
〇
六
年
度
予
算
案
」

等
で
、
審
議
決
定
し
た
。

各
線
会
に
は
、
有
賀
支
部
長

が
出
席
し
ま
し
た
の
で
報
告
い

た
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日
配
布

さ
れ
る
校
友
会
広
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
校
友
会
地
場
支
邸
」
と
は

聯
道
府
県
亀
位
に
股
立
さ
れ
て

い
る
校
友
会
支
部
内
の
市
・
町

な
ど
に
酸
立
さ
れ
た
校
友
会
鶴

儀
を
い
う
。
但
し
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
な
ど
の
大
都
市
の
場

合
復
勤
の
支
部
に
区
分
さ
れ
て

い
る
。
（
現
在
国
内
五
四
、
海
外

二
支
部
）

因
み
に
、
東
京
都
の
場
合
、

兼
・
西
・
南
・
北
及
び
多
摩
の

五
支
護
に
区
分
さ
泉
、
西
東
京

市
地
域
支
部
は
北
部
支
部
　
（
文

京
、
豊
島
、
北
、
荒
川
、
標
機
、

練
馬
の
六
区
及
び
酉
東
京
市
の

七
地
域
支
部
で
細
線
）
　
に
所
属

し
て
い
る
ゥ
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採
り
た
い
大
学
名
と
学
生
像

有
力
企
業
九
八
社
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
評
判
の
良
い
明
大
O
B

会報　明大校友会西東京だより

一
円
七
日
の
　
「
A
E
R
A
」

に
こ
ん
な
う
れ
し
い
記
翠
が
載

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し

て
み
ま
し
た
。

校
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者

が
　
「
明
治
大
学
は
い
い
で
す
。
」

と
云
っ
て
い
る
∩

一
部
上
場
の
I
T
関
連
企
菜

の
話
に
よ
る
と
明
大
商
学
路
、

文
学
拓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
十
人
前

後
を
採
用
し
た
。
な
ぜ
か
？
こ

の
担
当
者
は
こ
う
語
る
「
明
大

生
は
、
他
の
大
学
に
落
ち
る
と

い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
つ

人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
人

間
の
力
は
ど
れ
だ
け
汗
と
涙
を

流
し
て
き
た
か
で
決
ま
る
と
思

う
。
ス
ム
ー
ズ
な
経
歴
の
人
よ

り
挫
折
を
知
る
人
の
方
が
パ
ワ

ー
を
感
じ
る
。
」

明
大
商
学
部
の
渡
辺
救
援
は

「
早
い
時
期
か
ら
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
取
り
除
き
そ
れ
を
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
に
変
え
て
い
る
。
」
と

語
る
。
と
り
わ
け
商
学
部
の
金

融
系
で
の
強
さ
。
「
金
融
薬
界
に

い
っ
た
O
B
が
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
現
役
も
評
価
さ
れ
る
と
い

う
好
循
環
が
あ
る
∩
　
こ
の
流
れ

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
〔
」

ま
た
各
企
業
の
注
目
の
理
由

の
ひ
と
つ
が
「
逆
境
に
耐
え
る

力
」
だ
。
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け

の
挫
折
と
壁
を
乗
り
越
え
て
来

た
か
、
そ
の
経
験
を
持
っ
て
い

る
学
生
が
今
の
企
業
に
は
魅
力

的
だ
。採

用
し
た
い
人
物
像
に
　
「
苦

労
の
経
験
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
掃
神

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
っ
た

要
素
を
あ
げ
た
企
秦
が
多
い
。

表
彰
さ
れ
ま
し
た

垂
　
水
　
正
　
妃

（
四
二
年
文
事
・
四
五
年
法
事
）

七
月
二
三
日
開
催
さ
れ
た
「
平

成
一
八
年
度
代
議
月
給
会
」
に
て

校
友
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
孫
三
代
の
卒
粟
生
二
組
、

兄
弟
三
人
の
草
粟
生
二
組
、
兄

弟
四
人
以
上
の
卒
業
生
二
親
、

計
六
組
が
対
象
で
、
私
の
場
合

兄
弟
四
人
が
卒
業
生
で
す
。

長
明
昭
二
八
年
紆
済
学
部
卒

次
男
昭
三
〇
年
法
学
部
卒

長
女
昭
二
九
短
大
法
計
学
料

卒
、
で
す
。

出
席
者
は
一
人
ず
つ
桐
谷
学
長

か
ら
表
彰
状
を
、
青
木
会
長
か

ら
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
後
、
懇
親
会
が

あ
り
ま
し
た
。
郡
内
に
住
ん
で

い
て
も
そ
ろ
っ
て
顔
を
会
わ
せ

る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、
久
し

ぶ
り
に
会
い
、
楽
し
い
一
時
を

過
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

童
◎

「
映
画
」
出
口
の
な
い
海

明
治
大
学
出
身
の
佐
々
部
活

監
督
の
最
新
作
「
出
口
の
な
い

海
」
は
、
市
川
海
老
蔵
扮
す
る

主
人
公
が
M
e
i
j
i
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
躍
動
し
ま
す
。
明
治
大
学

が
全
面
協
力
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★会轟の経営する「会社・お店」の紹介

●この号より較左の朋使する合札お店などシリーズでご紹介いたし蜜すh白鷹、他薫を軌、王せん。■樗局まで、
お知らせください。

●シリーズ第帽l正胃堂（株）（暮鵡・文胃鼻店など鯉曾）

当「校友会」会員の保谷育彦氏（S3咋　法学即諾）の紆皆で、ご有加の過り西来意市の

市会議員としても長年に亘り（淵初年）活鰐中の人。

「正育望」は■書籍町と・文市貝部・の他に】貸しホール・保科司・グループホーム・など、
多角経営を行っている。

☆書籍の店舗は・本店（ひばりが丘駅北ロト′りレコ店　ひばが丘パルコ4F）のほか、中村

鶴・人間ベベ・小手指■武蔵浦和の各支店がある【

☆文房具の店縄は・本店（ひはりが丘駅北ロト硝駅舶（円舞駅南口）㌧パルコ店（ひIごり

が丘パルコ4F）のほか・人間・飯能・荻窪・武蔵浦和の各電店がある∩

写
嘉
は
「
正
雷
t
」

パ
ル
コ
店
（
雷
傭
）

＊ひばりが丘本店の地下には増村用品‾が食富にあり、絵・

肇に興味のある人に良く知られている。

●■貸しホールーはひばりが丘駅北口と田無駅南口の2随所

ある。

雷魚町に‘保育匪「に加え、今年4月に一グループ・ホー

ム一　昔オープンした。

①
西
東
京
市
在
住
、
在
職
者

で
当
地
壌
支
部
未
加
入
の
校

友
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

現
在
の
会
員
は
約
七
十
名

で
す
が
地
域
支
部
の
活
性
化

の
た
め
に
も
会
員
の
増
員
を

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

連
絡
先
　
竺
ハ
七
1
九
八
一
五

有
賀

集

▲
昨
年
一
一
月
に
創
刊

号
を
発
行
し
て
以
来
、

早
く
も
一
年
経
過
。

こ
の
間
、
会
月
も
八

十
名
に
な
り
、
会
報
も

平成18年10月号（2）

西東京市地域支部お楽しみ会のお知らせ
象1回　日帰りバスツアーのお知らせ（山梨ほったらかし温泉）

◆日　時：日射lElは）
◆定l：笠も（先着頓・最少旺行人月劫人l
◆蓼加貫：8脚円（昼食・入浴付き）
◆申込先：垂水けルミ）TEL〔HMa鋸と
◆締切り：10日お口（水）

l囲旭日ほでlこ下監口重に参加升を振込んでください。
◆振込先：蜂侵振替001別－3－億1顎5ほ：振込手郡）

憫治大学西東京市絶域支伍」
◆行程：集合7：15保谷庁舎敵・7：別田無難優局前

出罵＝保谷庁舎前7：弘一7：側田無霧鴨局宙→欄應卦一昇仙峡目
口ーナウェト・千我滝▼・・昼食→ハープ庭環→ワイン工場／蝕／買物

ほったらかし温泉仙禦市内）／入浴呼成15年閃環にっちのlM
と平射挿向alあっちの刺の2櫨類の濠泉と内員呂＆露天風呂が
あり、嘲れたFIHあっちの利暮文鳥呂から眺める富士山が薫疇ら
しい）→偶遠慮）→田烏難康局甫一保谷庁舎愉18：1帽（予卦
■鯛の文月事情に上川着時間が蔚挫することもあり王す。
●タオルはゼイ持参してください。

策1回　親睦コルフコンペのお知らせ

◆日　時：11月7日（火川：却－15：罰項

◆場　所：群馬県甘棄カントリークラブ

TELO㌘4－74－515】

遇圭、女子オープン局髄の本格的なチャンピオンコース∪

上信農道　古井lCより15分欄絶遼大泉ICより約％上皿．約師飢
◆雷用：115叫円條食代＆キャディ7イ込み）→各自払い

1．m）円（コンペ参加♀）

計12500円は彰式代＆パーティ書込み】

◆▲合増所：打電カントリークラブ　フロンIロビー

◆▲合時間：手前8：罰（9：15吼スタート予定）

◆コンペ：2組（8人）以上の奉加で成立。（1組4山以下の場合は、コンペ形式

l比りfせん∪　叶の恥、コンペ約千は腰祝しません日帥－ル歩
きで、ストロークプレイとなり王す。

◆鬱加千絵牒大OBの方ならどなたでもOKです。
◆天　餞：小雨決行

◆瞥切り：10月21日触午前中で障現川ます．ご協力ください）

明
大
敷
地
に
後
期

旧
石
器
時
代
遺
跡

国
内
穀
大
級
の
後
期
旧
石
器

時
代
、
約
三
万
年
か
ら
一
万
五

千
年
ほ
ど
前
の
遺
跡
が
調
布
市

と
三
鷹
市
に
ま
た
が
る
明
治
大

学
の
調
布
付
属
中
学
・
高
校
用
地

（
同
大
西
調
布
グ
ラ
ン
ド
敷
地

内
）
　
で
見
つ
か
り
、
こ
れ
ま
で

に
二
万
点
以
上
の
石
器
や
礫
が

発
掘
さ
れ
た
。
遺
跡
の
規
模
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
生

活
ぶ
り
が
解
明
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

明
大
は
平
成
二
0
年
、
付
残

中
学
二
鱒
校
を
西
調
布
グ
ラ
ウ

ン
ド
敷
地
内
に
移
転
さ
せ
る
た

め
、
新
校
舎
の
建
設
予
定
地
を

昨
年
八
月
か
ら
発
掘
調
査
し
て

い
る
）
調
査
対
象
地
計
一
万
五

千
平
方
山
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で

に
約
九
千
平
方
扇
を
発
掘
。
来

年
一
月
ま
で
に
完
了
す
る
と
い
う
。

す
で
に
、
狩
り
な
ど
に
使
わ

れ
た
石
器
が
約
九
千
点
．
調
理

に
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
礫

と
呼
ば
れ
る
石
が
一
万
四
千
点
、

石
焼
き
調
理
跡
が
一
〇
〇
カ
所

以
上
出
土
。
石
器
は
ナ
イ
フ
型

石
器
な
ど
が
含
ま
れ
、
黒
曜
石

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
か
ら
「
後

期
旧
石
器
時
代
の
初
期
以
降
に

繰
り
返
し
利
用
さ
れ
た
「
生
活

地
」
と
推
測
さ
れ
、
野
川
流
域

の
地
形
や
環
境
の
変
化
、
当
時

の
人
々
の
春
ら
し
の
解
明
が
期

待
で
き
る
」
　
（
明
大
遺
跡
調
査

団
）
　
と
い
う
。

竹
内
正
和
枝
　
八
四
才

昭
和
一
一
〇
年
政
経
宰

平
成
山
八
年
五
月
四
日
死
去

生
前
明
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
敬
白
倶

楽
部
会
長
と
し
て
長
い
間
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
リ

少
し
は
お
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
な
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

ご
案
内
な
ど
充
実
し
た
紙
面
に

す
べ
く
努
力
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
校
友
の
絵
を

広
め
、
絆
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
U
　
（
水
井
）

▲
今
年
の
暑
さ
に
は
参
っ
た
ー
・

涼
風
と
と
も
に
第
二
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

考
え
つ
く
か
ぎ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま

す
。
が
・
．
■

多
芸
、
多
才
の
会
員
の
み
な

さ
ん
、
ど
う
ぞ
作
品
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
俳
句
、
短
歌
二
鱒

エ
ッ
セ
イ
、
写
真
な
ど
何
で
も
。

楽
し
い
紙
面
創
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
J

′
丸
岡
百
一


